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序 文

多賀城市は、特別史跡多賀城跡をはじめ多くの遺跡が

存在します。その大部分は、多賀城の置かれた奈良 ・平

安時代の遺跡、であります。その中でも、多賀城跡の南面

一帯は、古代のまち並みが存在することが明らかになっ

ています。このまち並みは、『日本三代実録』に「城下」

として一度登場しますが、その存在は全く知られていま

せんでした。一つ一つの発掘調査成果の積み重ねがその

存在を明らかにしたといっても過言ではありません。

さて、本書は市川橋遺跡第30・36次調査と高崎遺跡、第

42次調査の発掘調査報告書であります。これらの調査で

は、奈良 ・平安時代の掘立柱建物跡をはじめ、 竪穴住居

跡 ・水田跡 ・土器埋設遺構などを発見し、多賀城外のま

ち並みを復元する上で貴重な成果を提供するものとなり

ました。

最後になりましたが、発掘調査の実施や本書の刊行に

あたり、多大なご協力をいただきました多くの方々に対

し感謝の意を表します。

平成15年 9月

多賀城市教育委員会

教育長楼井茂男



本書は平成14年度に実施した市川橋遺跡第30次調査、平成15年度に実施した市川橋追跡第36次調査、

高崎遺跡第42次調査の成果をまとめたものである。

遺構の名称は、各遺跡の第 l次調査からの一連番号である。

測量法の改正により、平成14年 4月1日から日本測地系に代わり世界測地系に従うことになったが、

本書中の各調査で使用した座標値は、従来の国土座標「平面直角座標系XJを用いて設定している。

挿図中の高さは、標高値を示している。

土色は、『新版標準土色帖..!C小山 ・竹原:1996)を使用した。

瓦の分類については、多賀城政庁の分類 cr多賀城跡 政庁本文編』宮城県多賀城跡調査研究所1982)

に従った。

本替の執怒は、調査員全員の協議のもとに 1-1 • nを斎藤稔、 Eを鈴木孝行、 1-2・N-1・3

を武田健市、 N-2を文屋亮が担当し、編集は鈴木孝行が行った。また、資料整理に際しては臨時職

員熊谷純子、浦風志恵子、小野寺雪子、渡辺奈緒、坂本英美、横山佳織、小岩博江、今野妙子の協力

を得た。

調査に関する諸記録および出土遺物は、すべて多賀城市教育委員会が保管している。
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調査概要

滋 跡 名 所在地 草書査面積 調査 期間 調査担当者

市川橋治跡第30次潟盗 浮島字矢中地内 582m' 平成14年10.FJ 31 日 ~12月 5 日 斎藤稔 ・佐藤恵子

市川橋遺跡第36次潟登 浮島字高平地内 52m' 平成15年 4 月 10 日~4 月 238 鈴木孝行 ・菊池霊堂 ・庚瀬真理子

高崎遺跡第42次鈎資 留ヶ谷一丁目地内 268m' 平成15年 5月6日-5月208 武田健市 ・文屋亮
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I 市川橋遺跡・高崎遺跡の概要

1 .市川橋遺跡

市川橋遺跡は、特別史跡多賀城跡の南側および西側に位置しており、標高 2---3mの沖積地に立地して

いる。その範囲は東西約1.4km、南北約1.6kmであり、総面積約703，OOOrrfにおよぶ広大な遺跡である。こ

れまでは大部分が水田として利用されていたが、近年の宅地造成や道路整備などにより、その景観は急速

に変わりつつある。

本追跡は弥生時代から平安時代にかけての複合遺跡である。これまで実施された発掘調査において多く

の成果が挙げられているが、最も注目されるのは多賀城南面に施行された古代の方格地割りの発見である。

これは南北大路、東西大路と呼んでいる二つの主要道路を基準とし、東西 ・南北の直線道路によっておよ

そ1町四方の区画を形成したものである。その範囲は、東西約1.1km、南北約750m以上におよび、内部

からは掘立柱建物跡や井戸など多くの遺構が発見されている。

2.高崎遺跡

高崎遺跡は多賀城市中央部にある低丘陵の南西端部に位置しており、特別史跡多賀城廃寺跡を取り込む

ように、南北1.1km、東西1.2kmの範囲に広がっている。本遺跡では、これまでの調査により、古墳時代

から近世に至る遺構 ・遺物を数多く発見している。

第 1図調査地の位置
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H 市川橋遺跡第30次調査

1 .調査に至る経緯と経過

本調査は、中央公園の管理棟建設に伴い実施したものである。中央公園は平成5年度に事業認可を得て

整備が行われている。この管理棟は、平成9年度に整備計画の見直しが行われ、現在の位置に建設するこ

とになった。管理棟の施設内容については平成11年度に、施設課とこの事業に関連する文化財課及び商工

観光課との協議の結果、文化財のガイダンス施設も併せた

ものとされた。平成13年度には施設課との間で埋蔵文化財

の取り扱いについて協議が行われ、建物の基礎工法は地下

に影響を与えるパイル工法で‘行うことから、平成14年度に

事前調査を実施することになった。同年10月30日付けで発

掘調査の依頼があり、31日から重機による表土除去を行っ

た。 11月11日から遺構検出作業を開始し、水田跡を発見し

た。13日には水田が 2時期の変遷があることを確認した。

15日には、遺構の検出状況を撮影し、水田跡より古い杭列

跡を発見した。 29日には完掘状況を撮影し、12月5日に調

査を終了した。

2.調査成果

(1 ) 基本層序

1 a層 現代の盛土層層厚74cm-1.2m

1 b層現代の水田耕作土層層厚28-55cm

ll a 層調査区の東端部に堆積する灰色粘土庖庖厚11~24cm

llb庖 調査区の東端部を除く全域に堆積する暗オリ ーブ灰色粘土層 層厚2-25cm 

E 層地山灰オリ ーブ色砂層遺構検出面

(2) 発見した遺構と遺物

発見した遺構は、水田跡 l面、杭列跡 1条、土壌4基、溝跡5条である。これらは全て地山面で発見した。

SX3038水田跡

遺存状況が悪いため畦畔を検出することはできなかったが、擬似畦畔を平面的に発見したため水田跡と

して認定した。水田跡は調査区の全域にわたって発見した。 SK3039・3040・3042、SD3043・3044・3045・

3046、SA3056と重複しており、SK3040・3042、SD3043・3046、SA3056より新しく 、SK3039、SD3044・

3045より古い。全ての水田跡が調査区外へ延びているため、全体を把握できたものはなし、。 A期→B期の

2時期の変還を確認した。

A期 :B期の水田によって壊されているため、発見できたものは 5区画である。確認できた一辺の規模

は11.8mである。擬似畦畔に沿って幅21-93cm、深さ11-18cmの小溝を確認できた。耕作土は 1層確認で

き、地山ブロックを多量に含む黄灰色粘土である。造物は出土していない。
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B期:確認できたものは 8区画である。 A期とほぼ同位置につくられている。確認できた一辺の規模は

6 .8~13.1mである。擬似畦畔に沿って幅O.2~1.3m、深さ 12---22cmの小溝が確認で・き た。耕作土は 2 層確

認でき、1層は灰白色火山灰をプロック状に少量含むオリーブ黒色粘土で、 2層は黒褐色粘土をブロック

状に含む灰色粘土である。擬似畦畔の規模は、幅1.0~2.2mである。造物は土師器杯 ・ 輩、 須恵器費、 丸

瓦 (TI類)が出土している。

SA3056杭列跡

調査区繭半部で発見した東西方向の杭列跡である。打ち込んだものと掘り方を持つものとがある。確認

できた長さは46.8mである。調査区の外へ延びているため、全体は把握できなかった。 SX3038、SK3039・

3041、SD3045と重複しており、それらより古い。方向は東で17度12分北に偏する。掘り方はおおよそ円

形で、規模は直径11~30cm、埋土は地山ブロックを含む灰色砂質土である。いずれも木質は残っておらず、

オリーブ黒色粘土の柱痕跡として確認できた。柱痕跡の平面形はおおよそ円形であり、規模は直径6---13 

cm、深さ12---20cmである。

C c" D 0' E 
2.2mトー -→ 2. 2mトー -→ 2.2mトー -→ 

SK3039 SK3040 SK304J S: 1/40 

第 4図 土嬢断面図

SK3039土壌

調査区西半部で発見した。 SX3038と重複しており、それより新しい。平面形はほぼ円形であり、規模

は直径1.4m、深さは45cmである。底部は概ね平坦であり、壁は一部急角度で立ち上がっている。埋土は

2層に分けられ、 1層はオリーブ黒色粘土、 2層は灰色粘土と石灰質の石と砂を含む黄灰色粘土である。

造物は出土していない。

SK3040土壌

調査区東半部で発見した。 SX3038と重複しており、それより古し、。平面形はほぼ円形であり、規模は

直径91cm、深さは26cmである。底部には若干凹凸が認められ、壁は緩やかに立ち上がっている。埋土は 2

層に分けられ、 1層はオリ ーブ黒色粘土、2層は小石を多く含むオリーブ黒色粘土である。造物は出土し

ていない。

SK3041土壌

調査区東半部で発見した。 SX3056と重複しており、それより新しい。平面形はほぼ円形であり、規模

は直径1.1m、深さは50cmである。底部は中央がやや窪んでおり、壁は急角度で立ち上がっている。埋土

は2層に分けられ、1庖はオリーブ黒色粘質土、 2層;ま地山をブロック状に含むオリーブ黒色粘質土であ

る。遺物は出土していない。

SK3042土壌

調査区の西半部で発見した。 SX3038と重複しており、それより古い。北側が調査区外へ延びており、
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検出した南側の平面形は方形である。規模は南辺が2.5mで、深さは16cmである。底部は凹凸があり、壁

は一部急に立ち上がっている。埋土は地山プロックを含む暗灰黄色粘土である。遺物は出土していない。

S03043溝跡

調査区中央部で発見した東西溝である。 SX3038と重複しており、それより古い。長さ5.4m、上幅25....... 

47cm、下幅6.......27cm、深さ12cmである。方向は西で 4度58分北に偏する。造物は出土していない。

S03044溝跡

調査区東半部で発見した東西溝である。 SX3038と重複しており、それより新しし、。長さ3.8m以上、上

幅52cm以上、下幅40cm以上、深さ14仰である。方向は西で 2度49分北に偏する。埋土は地山ブロックを含

むオリ ーブ黒色粘土である。造物は出土していない。

S03045溝跡

調査区東半部で発見した南北溝である。 SX3038、SA3056と重複しており、それらより新しい。長さ6.9

m 以上、上幅38""'"76cm、下幅23.......57cm、深さ12cmで、ある。方向は北で 4度 5分西に偏する。造物は出土し

ていない。

S03046溝跡

調査区西半部で発見した東西溝である。 SX3038と重複関係があり、それより古い。長さ1.8m、上幅23

.......34cm、下幅U.......34cmで・ある。方向は西で 8度37分北に偏する。遺物は出土していない。

遺構外出土遺物

lla. II b層より土師器、須恵器、須恵系土器、丸瓦 (ll類)、 平瓦(IA類、llB類)などが出土し

た。全体に出土量が少なく、破片のみで図化できるものはない。

3. まとめ

今回の調査では、 2時期の水田跡 l面、杭列跡 l条、土墳4基、溝跡4条を発見した。そのうちSX3038

水田跡について若干の検討をしてみる。

SX30387.k回跡はA期→B期の変遷が確認できた。 10世紀前葉頃に降下した灰白色火山灰についてはA期

の耕作土に含まれておらず、 B期の耕作土にはプロック状に含まれている。したがって、 A期は10世紀前

葉以前、 B期は10世紀前葉以降と考えられる。

今回の調査区は、南北大路と北 2道路によって区画されており、多賀城の南門から南東に約200m離れ

た位置にある。また、県教育委員会が北側隣接地で行った調査によると、同時期の水田跡が発見されてい

る。周辺の調査成果と併せて考えると、この付近では10世紀前葉前後に水田耕作が行われていたことが明

らかとなった。

参考文献

第3回東日本の水悶跡を考える会ー資料集- 1990 

宮城県教育委員会 r宮城祭文化財調査報告替第1841;良市川橋遺跡の調査 一県道 『泉一極重量線J関連調査報告谷町一 2001 
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調査区全豪(南西より)

」調査区全景(南東より)

調査区全景(東より)
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E 市川橋遺跡第36次調査

1 .調査に至る経緯と経過

本調査は、城南区画整理地内の住宅兼庖舗建設に伴う

ものである。当該地周辺では区画整理事業に伴う大規模

め叩白から重機による表土剥ぎを行い、翌聞から遺構 伝;了わ

検出作業を実施した。 14日から調査区の壁を精査し、表

土を含め 5層の堆積層を確認した。 15日には土器埋設造 ア・

構を発見し、検出状況の写真撮影を行った。 16日から平

面図作成を開始し、22日に全景写真撮影を行い、全ての

調査を終了した。

2.調査成果

(1 ) 基本層序

第 6函調査区の位置

調査区全域にわたり盛土が約1.5mあり、その下が厚さ30cm前後の旧水田耕作土である。さらに、その

下層では調査区全域にわたって 4層の堆積層を確認している。各層の概要は以下のとおりである。

第 I層表土。現代の水困層。

第E居 古代の遺構を覆う黒褐色粘質土層。

第E層 炭化物粒や焼土粒を含む褐灰色砂質土層。上面に灰白色火山灰が部分的に堆積している。この

地区周辺においてかなり広い範囲にわたって検出されている。 SD3033の検出面である。

第W層 黒色粘質土層。調査区の東側に分布する。

第V庖暗灰黄色粘質土層。

(2) 発見した遺構と遺物

今回の調査において発見した造構は、掘立柱建物跡 2棟、溝跡2条、土壌 l基、土器埋設遺構 1基であ

る。この他にも小柱穴を多数検出したが、調査区が狭いため建物跡としてはまとまらなかった。

S83036掘立柱建物跡

調査区北半部の第W層上面で発見した東西2間以上、南北2間以上の掘立住建物跡である。南側柱列で

は柱が抜取られていたが、南東隅柱と東側柱では柱材を確認した。SD3034と重複があり、これよりも新
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しい。方向は東側住列でみると、北で2度44分西に偏している。

規模についてみると、南側柱列で・総長3.5m以上、柱聞は西より

約1.7m、約1.8mであり、東側柱列は1.67mである。住穴の平面

形は方形であり、規模は 1辺30，.....，40cm、深さ50cmで・ある。埋土

は地山ブロックと黒褐色粘質土ブロックが混在する土で、柱材

は直径13cmである。造物は抜取り穴埋土から土師器杯、灰軸陶

器小椀が出土している。

SB3037掘立柱建物跡

調査区北半部の第四層上面で発見した東西 2間以上、南北 2

間以上の掘立柱建物跡である。西側柱列 1間目のみ柱が抜取ら 弘盟主
れている。 SX3032と重複があり、それよりも古い。方向は南側

柱列でみると、西で 6度55分北に偏する。柱聞は南側柱列で約

1.8m以上、西側柱列で・約2.2mである。柱穴の平面形は方形であ

り、埋土はにぶい黄褐色砂質土を含む黒褐色粘質土である。柱

穴の規模は 1辺30，.....，35cm、深さ30cmである。柱痕跡は直径lOcm

であり、埋土は黒褐色粘質土である。造物は出土していない。

SX3032土器埋設遺構

調査区北部の第百庖上面で発見した土器埋設遺構である。ロクロ調整の土師器長胴謹2個体を合口にし

EI09 
J寸 | i 

N17-

-l
J
 

J 
一一一一→

o 50cm 

第7図 SX3032平面図・断面図

て横位に埋設していた。 SB3u37と重複があり、それよりも新しい。据え方は長径O.74m、短径O.35m、深

さ24cmで、あり、断面が逆台形状を呈している。方向は、長軸方向でみると、北で約 6度西に偏する。埋土

の状況から、先に北聾が潰れ、その陥没孔から土砂が南聾内に流入し、その後南裂が潰れたことが確認で

きた。聾内に内容物は存在しなかった。

SD3033溝跡

調査区北端部の第E層上面で発見した東西方向の溝跡である。調査区西端部でL字状に屈曲する。規模

は上幅O.20m、下幅O.lOm、深さ 5"""'1ucmである。埋土は灰白色火山灰ブロ ックを含む黒褐色砂質土である。

SD3034溝跡

調査区北半部の第V層上面で発見した南北方向の溝跡である。長さ3.5mにわたって検出した。 SD3033、

SB3036と重複がありこれらよりも古L、。方向は北で約 3度東に偏する。規模は上幅u.82m、下幅O.32m、

深さ34cmである。断面形は逆台形を呈している。埋土は 5層に分けられ、上層から暗灰黄色砂、賞灰色粘

質土、暗灰黄色粘質土、黒褐色粘質土、黒色粘質土である。造物はロク口調整の土師器杯 ・裂、須恵器杯

~. 500.aJ3 い500m D 'L2.500J じ2QOm-ーー四4

被 Z多
。

第8図 SB3036・3037、SK3035断面図
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(へラ切り ・回転糸切り) ・護 ・瓶、製塩土器が出土している。

SK3035土壌

調査区中央部の第V庖上面で発見した土墳である。長径1.76m、短径1.20m、深さ20cmである。断面形

は浅い逆台形状を呈する。埋土は 3層に分けられ、上層から黒褐色粘質土、炭化物を多量に含む黒褐色土、

黄褐色砂質土である。遺物はロク 口調整の土師器杯 ・護、須恵器杯(へラ切り ・回転糸切り) ・襲、丸瓦

が出土している。

3.まとめ

今回の調査では、掘立柱建物跡 2棟、土器埋設遺構1基、溝跡 3条、土墳1基、小柱穴を発見した。

遺構の年代についてみると、第E層に覆われている遺構はロク口調整の土師器が含まれていることから

8世紀後葉から10世紀前葉、第E層上面で発見したものに関しては10世紀前葉以降と考えられる。

今回の調査で特筆すべき追構として土器埋設追構がある。同様の遺構は宮城県内で43基確認されている。

その中でも36基が山王追跡など多賀城周辺追跡で発見されており、その他では仙台市安久東遺跡 ・古川市

名生館遺跡、高清水町手取遺跡、築館町佐内屋敷遺跡、河南町須江関ノ入遺跡で 7基発見されている(表)。

多賀城周辺遺跡の中でも、多賀城南面の方格地割内から出土しているものが24基と圧倒的に多く 、方格地

割外では12基発見されている。前者のうち、道路上及びその交差点付近で確認されたものが15基、区画内

(宅地部分)で発見されたものが 9基であり、道路上で発見されたものは埋設方法が土師器警の場合すべ

て横位で埋設されている。区画内で発見されたものは器種に関わらず 8基が正位、l基が倒位で埋設され

ており、横位で埋設されているものはない。 一方、後者や安久東遺跡、手取遺跡、佐内屋敷遺跡では18基

中16基が土師器蜜を横位で埋設されている。

今回発見した埋設土器は、合口横位で埋設されおり、道路上 ・方割外の出土例に類似する。ところで、

方格地割外の高崎追跡弥勅地区 ・井戸尻地区の埋設土器や多量の灯明皿が出土した高崎遺跡第11次調査な

どは道路跡の推定線上に位置すると指摘されている(註)。今回の調査区では道路跡は発見できなかった

が、埋設土器は東 1道路の延長上に位置しており、道路上における埋設方法と類似していることが注目さ

れる。

住 井戸尻地区が南 1送路、弥勤地区が北 11道路、高崎追跡11次銅査が南2道路の縫定線上に位留している。(多賀城市教苦手委員会 『高崎逮

跡ー第11次調査報告舎一J1995年)

引用・ 参考文献

1976 r安久東遺跡発掘調査概報』 仙台市文化財調査報告轡第1O~長 仙台市教育委員会

1980 r東北自動車道遺跡調査報告書!fITJ宮城県文化財調査報告書第63築宮城県教育委員会

1983 r東北自動箪道遺跡調査報告書VJlJ宮城県文化財調査報告書第93築宮減県教育委員会

1987 r高崎遺跡一都市計画街路高崎大代線外1線経設工事関連発掘鈎査報告望書 n J 多賀核市文化財調査報告書第12~長 多賀減市教育委員会

1989 r高崎遺跡一中央公関関連調査報告』多賀城市文化財調査報告w第19築 多賀城市教育委員会
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1991 r多賀減市史第4巻考古資料』多賀城市史編纂委員会

1992 r山王遺跡ほか』多賀城市文化財調査報告轡第29幾 多賀城市教育委員会

1996 r山王遺跡Wー多賀前地区考察綴-J宮城県文化財調査報告怠第171築宮城県教育委員会

1997 r山王遺跡v-第2分間(伏石地区 ・2考察)ー』宮城県文化財調査報告響第174m 宮城県教育委員会

1999 r名生館遺跡下草古城本丸跡ほか』宮城県文化財調査報告審第181築宮城県教育委員会

1999 r小沢原 ・2高崎遺跡一史跡連絡線関連遺跡発綴調査報告tlf-J多賀城市文化財調査報告書第54t終 多賀線市教育委員会

1999 r市川橋湯量章一第23・24次鈍蕊報告轡ー』多賀減市文化財調査報告曾第句集 多賀城市教育委員会

2001 r市川橋遺跡一城南土地区画型監理事業に係る発掘調査報告容 1-J多賀城市文化財調査報告曾第60集 多賀減市教育委員会

2003 r市川橋進紘一城南土地区画豊富理事業に係る発掘調査報告替ll-J 多賀城市文化財調査報告替第70~長 多賀城市教育委員会

2003 r市川橋遺跡』宮減県文化財調査報告態第193集宮城県教育委員会
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遺 跡 位 置 状 態 埋設方法 文 献

l 山王遺跡多賀前地区 北 1・西 3交差点、 土師器聾 l 横位 県167築

2 山王逃跡多賀前地区 北 1・西 3交差点、 土師器聾合せ口 横位 県167集

3 山王追跡多賀前地区 北 1・西 3交差点 土師器杯 ・聾合せ口 横位 県167集

4 山王遺跡多賀前地区 北1・西 3交差点、 土師器杯 2 正位 県167集

5 山王遺跡多賀前地区 北1・西 3交差点 須恵器杯 1 正位 県167集

6 山王遺跡多賀前地区 南 1・西 1交差点、 土師器塑 1 横位 県167築

7 山王遺跡多賀前地区 南 1・西 1交差点 土師器謹 l 横位 県167集

8 山王遺跡多賀前地区 南 2・西 O付近 土師器翌2合口 横位 県167集

9 山王遺跡多賀前地区 南 2・西 O付近 土師器型2合口 横位 県167集

10 山王遺跡八幡地区 北2・西4交差点 土師器荷台付皿2 正位 県141集

11 山王遺跡八幡地区 北2・3間 ・西5交差点 土師器聾 l 横位 県138集

12 山王追跡、八幡地区 北2道路路面上 土師器獲2合口 横位 県138集

13 山王遺跡、八幡地区 北2・西6交差点 土師器謹 2合口 横位 市29集

14 山王遺跡東町浦地区 東西大路 ・西 9交差点 土師器懇 1 横位 市22集

15 山王遺跡東町浦地区 東西大路 ・西 9交差点 土師器墾 l 横位 市22集

区

区
一
地

地
一
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一
区
一
次

紡

=
p
一
地
一
ロ

弥
一井
一表
一
第

跡
一跡
一跡
一
跡

進
一進
一進
一造

崎
一崎
一崎
一崎

官同一官同一官同一官同

土師器聾2合口

土師器聾2合口

土師器製 1

土師器聾 1

20 山王遺跡多賀前地区 土師器聾 l 正位 県167築

21 山王遺跡多賀前地区 土師器杯2入子 逆位 県167築

22 山王遺跡多賀前地区 土師器聾 l・杯 2入子合口 正位 県167集

23 山王迭跡、多賀前地区 土師器杯 1・須恵系土器 1合口 正位 県167築

24 山王進跡多賀前地区 土師器杯 1・須恵系土器 2合口 正位 県167集

25 山王遺跡多賀前地区 土師器聾 1 正位 県167集

26 山王違跡多賀別地区 土師器聾 1・須恵系土器4合口 正位 県167集

27 市川橋遺跡、伏石地区 須恵器杯 1 正位 県174祭

28 市川橋遺跡伏石地区 土師器聾 1 正位 県174集

29 市川橋遺跡中谷地地区 土師器製2合口 横位 県193集

30 市川橋遺跡中谷地地区 土師器饗2合口 横位 県193集

31 市川橋遺跡中谷地地区 土師器聾2合口 横位 県193集

32 市川橋遺跡中谷地地区 土師器裂2合口 横位 県193集

33 市川橋遺跡中谷地地区 土師器型2合口 横位 県193集

34 市川橋遺跡中谷地地区 土師器聾 2合口 横位 県193集

35 市川橋遺跡中谷地地区 土師器聾 l 横位 県193集 l

36 市川橋遺跡中谷地地区 土師器製 1 横位 県193集 j

37 仙台市安久東遺跡 土師器塑 2合口 横位 仙台市10集

38 仙台市安久東遺跡 土師器饗2合口 横位 仙台市10集

39 局清水町手取遺跡 土師器護3合口 横位 県63集

40 築館町佐内屋敷遺跡 土師器重量2合口 横位 県93集

41 古川市名生館遺跡 土師器彊2合口 横位 県181集

42 河南町須江関ノ入遺跡 土師器袈2合口 横位 河南町4集

表 宮城県内の土器埋設遺構
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干番号
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3 

4 
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14 

又 Lノ1

又尋7，

玄二=二三

勺
3 

寝耳Ij 器樋 遺構 外商関JII!

5良恵器 杯 SD3034 底部ヘラ切り

灰車場陶器 小椀 SB3036 角高台回転へラケズリ

須 E京総 f不 SD3034 底部:ヘラ切り

土師器 E車 SX3032 タタキ→ロクロナデ→へラケズリ

土日市吉宮 JI SX3032 ロクロナデ→へラケズリ

111 

‘" 

711 
(II 的 1//1 

。

内面調~ 口径 底径

13.4 7.6 

自然秘 (12.8) (5.6) 

ロクロナデ 25.6 9.1 

25.8 10.8 

第10図出土遺物実測図

4 

lOcm 

(単位:cm) 

器商 術考 写真図版 主主録番号

3.6 3 R2 

3.8 4 R1 

昼曾「子J 5 R3 

33.0 北懇 R4 

37.3 南Z建 2 R5 



調査区全景(南より)

SX3032検出状況 (北より)

SX3032聾検出状況
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• 2 土師器聾

3 須恵器杯
5 

4 灰紬陶器小椀

5 墨書土器
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IV 高崎遺跡第42次調査

1 .調査に至る経緯と経過

本調査は、宅地造成計画に伴う確認調査である。当該区の工事計画については、開発業者であるタクミ

ホーム側が遺跡の範囲内にあることに気づかなかったことから、文化財保護法に基づく届出がなされない

まま宅地造成が行われ、平成14年12月に販売広告が出されたことにより明らかとなったものである。 当教

育委員会では直ちにタクミホーム側と連絡を取り、事情を確認すると共に、今後の対応について宮城県教

育庁文化財保護課も交えて協議を重ねた結果、文化財保護法に基づく届出の提出と、宅地内の調査を実施

することで合意を得た。

平成15年 4月21日、重機を導入し、遺構の有無を確認するための試掘調査を実施した。その結果、対象

区西側に S11611竪穴住居やS01612・1613溝などの遺構が発見されたことから、より広範囲を対象とし

た調査の実施が必要となった。タクミホーム(欄と協議を行い、確認調査の実施について了承を得た。 4月

25日付で発掘調査の依頼書及び承諾書の提出を受け、 4月30日に発掘調査に関する受託契約の締結を行い、

5月 6日から重機を導入して表土除去に着手した。調査に際し、対象区内に I........V区のトレンチを設定し

た(第12図)。

その結果、E区中央部からE区北半部は、本造成が行われる以前に掘削を受けており、遺構の残存状況

が非常に悪いことが明らかとなった。 一方、 I区でも遺構は存在するものの、E区と同様に大部分が掘削

されていることが判明した。N ・V区については、 1• II区から 1........1.5m程低い平坦面となっているが、

SD1612の延長と考えられるSD1619を確認することができた。 5月 7日から作業員を導入し、遺構の精査

を行う。また、年代を把握するため、最も新しい I区のSD1612の埋土除去を行うと同時に、E区の土層

堆積状況の確認を行う。 5月14日、実測図作成のための基準点 (EWOO: Y 15.196、SNOO: X -188.972) 

を設置し、同日午後から平面図及び断面図の作成を開始する。 5月15日、平面図 ・断面図の確認を行い、

器材搬出を終えて現地調査を終了した。

第11図 調査区の位置
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2.調査成果

(1 )層序

I区及びE区では、盛土を除去すると直ちににぶい黄褐色粘質土の地山が現れる。いずれの造構も、こ

の層の上面が確認面となっている。 一方、m.IV.V区では、現代の盛土も含め厚い堆積土に覆われてお

り、このうちE区では第 I---IX層の基本層序に区分することができた。各層の概要については、以下のと

おりである。

第 I層表土。現代の盛土である。

第E層 黄褐色土居。 皿区北側から中央付近にかけて確認できる。均質で非常に硬く締まっている。炭

化物、凝灰岩が若干混入する。南側に向かうほど厚く堆積している。

第皿庖 オリーブ褐色土居。北側から中央部にかけでほぼ均等の厚さで堆積しているが、南側で若干厚

くなる。

第W層褐色粘質土層。

第V層 黄褐色土層。地山ブロックが若干混入する。

第羽層 黄褐色土層、にぷい黄褐色土層。地山ブロックが混入する。

第四層 黄褐色土層。地山ブロックが混入する。

第四層 にぷい黄褐色砂質土。 SA1621、SD1620の確認面である。

第医層 にぶい黄褐色粘質土居。古代の遺構の最終確認面である。

(2) 発見した遺構と遺物

SI1611竪穴住居跡

I区南西部で発見した住居跡である。表土を除去した段階で床面の大部分が露出しており、残存状況は

悪い。 SD1612・1613・1616、SX1617と重複しており、それらより古い。西辺と南辺は調査区外に位置

し、東辺についても確認できなかったため、平面形や規模については不明である。床面は明黄褐色粘質シ

ノレ トに白色凝灰岩及び黒褐色粘土が多量に混入する貼床である。周溝はSD1612・1613埋土除去後に、部

分的に確認した。規模は上幅約14cmであり、埋土は褐色粘質土である。カマドは北辺に設置されているが、

SD1612・1613により掘削されているため、燃焼部底面と煙道が確認されるのみである。煙道は長さ約1.3

m、幅約20cmである。

SA1621柱列跡

E区南端部で発見した南北2間以上の柱列である。全体を検出していないため詳細は不明であるが、北

側から l間自の住穴で柱痕跡を確認した。柱列の長さは、 2間分で3.2m、柱聞は北側より約1.4m、約1.8

mで‘ある。柱穴の規模は直径30---35cmの円形であり、埋土は褐色土に白色凝灰岩粒が多量に混入する。柱

痕跡は直径14cmであり、埋土はにぷい黄褐色土である。

SD1612溝跡

I区で発見した東西溝である。方向や埋土が類似するW区の SD1619と一連の溝跡と推測すれば、長さ

20mにわたって検出したこととなる。 S1 1611、SD1613・1614、SX1617・1618と重複し、それらより

も新しい。方向は、東で約15度南に偏している。規模は、上幅35---55cm、下幅24.........33crn、深さ約15cmであ

る。断面形は中央付近ではU字状、それ以外は皿状を呈している。底部は西から東へ傾斜しており、比高
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差は約15cmである。埋土は、にぶい黄褐色土と明黄褐色土がブロック状に混入している。

遺物は須恵器杯 ・蜜 ・長顎瓶、土師器杯 ・費、鉄棒が出土している。

S01613溝跡

I区の地山面で発見した東西溝で、長さは約10.7mにわたって検出した。 S1 1611、SD1612と重複

し、S1 1611より新しく、SD1612より古い。方向は東で約15度南に偏している。規模は、上幅53.-..83cm、

下幅約54cm、深さ13.-..15cmである。断面形は皿状を呈する。底面は西から東へ傾斜しており、比高差は27

cmで、ある。埋土は黄褐色土を主体とする自然堆積土であり、やや砂粒を含む。

造物は須恵器杯が出土している。

S01614溝跡

I区SX1618上面で発見した南北溝で、長さ約3.1mにわたって検出した。 SD1612と重複し、これよ

り古い。方向は北で約10度東に偏している。規模は上幅42'-"57cmで、ある。埋土は、炭化物が混入する明黄

褐色粘質土である。

S01616溝跡

I区西端部で発見した東西溝である。 S11611、SX1617と重複し、前者よりも新しく、後者よりも古

い。長さは約 3mにわたって検出した。方向は東で約12度南に偏している。規模は、上幅25.-.，，30cmである。

埋土は、焼土粒、炭化物粒、凝灰岩粒が多量に混入する暗褐色粘質土である。

S01615溝跡

E区西端部の地山面で発見した東西方向の溝で、東端で南北方向のSD1622と接続する。後世の削平で

底面付近支で掘削が及んでおり、残存状況は悪い。長主は1.3m検/tIした。上幅19'-'"32cmで-あり、丸瓦を

暗渠状に伏せている。

3.まとめ

今回の調査では、竪穴住居跡l軒、溝跡 9条を発見した。調査の性格上、遺構の平面的な調査にとどめ

たため、これらの年代についての詳細は明らかでない。ただし、SD1612・1613、SX1617からは、底部の

切り離しがへラ切り、および自転糸切りの須恵器杯やロクロ調整の土師器杯 ・裂が出土していることや、

10世紀前後に出現する須恵系土器が全く出土していないことから、これらの遺構についてはおおよそ 8世

紀後葉から 9世紀頃のものと考えられる。
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(単位 :cm) 

番号 種別 器穣 遺構 外面調整 内部調整 口径 底径 苦言高 備考 写真図版 霊童録番号

l 須恵器 杯 8X1617 底部 :ヘラ切り (6.8) Rl 

2 須恵器 杯 8X1617 底部 :回転糸切り (6.1) R2 

3 須慾器 瓶 801620 回転ヘラケズリ (13.0) R3 

4 土師器 獲 8X1617 ロクロナデ 口クロナデ (12.6) R4 

5 丸 瓦 801615 nBa類 友下 R5 

6 丸 瓦 801615 nBa類 右下 R6 

第15図出土遺物実測図
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I区遺構検出状況 (南東より撮影)

501165出土丸瓦
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報告書抄録

ふ り が な いちかわばしいせき ・たかさきいせき

書 名 市川橋遺跡 ・晶崎追跡

副 書 名 市川橋遺跡第30・36次調査高崎遺跡42次調査

シ 一 ズ名 多賀城市文化財調査報告書

シ リーズ番 号 第72集

編 著 者 名 鈴木孝行 ・武田健市 ・斎藤稔 ・文屋亮

編 集 機 関 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

所 在 地 T985-0873 宮城県多賀城市中央二丁目27番1号 TEL022-368-0134 

発行年 月 日 西暦2003年9月30日

所ふ収り遺が跡は 所ふ り在が地匂 コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

市いち川かわ橋ぽL遺い跡せ8 宮みや城t!県"ん

042099 18008 38度 140度 20021031 582rr{ 管理棟

(第30次調査) 多賀城市 17分 59分 ~ 建設

浮う8島L掌字めざ矢やは中か
54秒 34秒 20021205 

• 市いち川かわ橋ばし遺い跡lte 
宮城県 042099 18008 38度 140度 20030410 52rr{ 庖舗兼

(第36次調査) 多賀城市 17分 59分 ~ 集合住宅

浮うき島しま字めず高たか平ひら

43秒 33秒 20030423 建設

高崎造跡
宮みや城..県けん

042099 18018 38度 141度 20030506 268rr{ 宅地造成

(第42次調査) 多賀城市 17分 00分 ~ 

ヶ谷一丁留目 50秒 27秒 20030520 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

市川橋遺跡 古代都市 奈良 71<田跡 土師器、須恵器、 南北大路の東側を調査

(第30次調査) 平安 柱列跡 須恵系土器、瓦 し、 10世紀前葉頃の水

回跡を発見した。

市川橋遺跡 古代都市 奈良 掘立柱建物跡 土師器、須恵器、灰紬 土師器護を合口にした

(第36次調査) 平安 溝跡、土壌、 陶器、墨書土器、瓦 土器埋設造構を発見し

土器埋設遺構 fこ。

高崎遺跡 集落跡 奈良 竪穴住居跡 土師器、須恵器、瓦

(第42次調査) 平安 溝跡
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